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泣く木を語り継ぐ
まちの駅講座「泣く木の話」

今年 1 年の無事故を！
交通安全祈願式

平成 24 年の交通安全祈願式が 1 月 12 日、栗山天満
宮で行われ、交通安全ゆりの会や企業の安全運転管理
者など約 40 人が今年 1 年の無事故を祈願しました。
椿原紀昭町長は「昨年、北海道の交通事故死者数は 62
年ぶりに 200 人を割りました。痛ましい事故を少しで
もなくすように、今後も引き続き関係団体が協力し、
町民一人ひとりの交通安全意識の高揚を図っていきた
い」とあいさつ。祈願式終了後、市街地交差点などで
交通安全指導員による街頭指導が行われました。

継立中学校の文化部による『ニュー
イヤーコンサート』が 1 月 24 日、同
校の音楽室で初開催されました。1、2
年生で構成された部員 7 人は、吹奏楽
を初めてからわずか 1 年足らず。部員
たちはこの日の為に、冬休みの間も家
に楽器を持ち帰って一生懸命腕を磨い
てきました。部長の志摩果歩さん（2
年）が「曲のレパートリーを増やすた
め一生懸命練習してきました。頑張っ
て演奏するので聴いてください」とあ
いさつし、人気アイドルグループＡＫ
Ｂ４８の「会いたかった」や、ジャズ
の名曲「Sing Sing Sing」など 7 曲を披
露。訪れた父母や地域の方など約 40
人が盛大な拍手を贈っていました。来
年同校に入学する継立小学校 6 年の大
櫛亜実さんと、お母さんのひろみさん
は「生で聴く演奏はとても迫力があり
ました。素晴らしい演奏でした」と話
していました。

7 人の迫力ある演奏
継立中学校 ニューイヤーコンサート

　さまざまな言い伝えや、たたり
3 3 3

があると恐れられた
『泣く木』を語り継ごうと、町内の坂井菊二郎さんを
講師に招き、まちの駅講座「泣く木の話」が 1 月 25
日に開催されました。坂井さんは「昭和 45 年、泣く
木は当時 1 万 5 千円という金額で『切れる、切れない』
と賭けの対象にされ、酔った若者に切られてしまいま
した。切った若者は、たたりで死んだという噂があり
ましたが今でも健在です。今の泣く木はその 2 世です」
と語り、来場者は興味深そうに耳を傾けていました。
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まちの話題では、町内の行事や話題を紹介しています。
広報に掲載できなかった話題は町ホームページに掲載しています。

【URL】http://www.town.kuriyama.hokkaido.jp/

フランス画家 T・ポーレ作品展
ヤム・ニ・ウシ美術展

町内在住の児童文学者で詩人の友田多喜雄さんのコ
レクションを展示するヤム・ニ・ウシ美術展「ポーレ
版画集『聖クレールの井戸』展」が、1 月 6 日～ 22
日までカルチャープラザ「Eki」で開催されました。
今回は、フランス生まれの画家、Ｔ・ポーレの銅版画
がノーベル文学賞受賞作家 アナトール・フランスの名
作「聖クレールの井戸」に挿絵として収められた作品
31 点が展示されました。

栗山町 検索

目指せ日本一！必勝祈願
青年会議所が栗山英樹さんを応援

　合格祈願祭が終了した元日の午前 2 時、社）栗山青年
会議所（土井猛理事長　会員数 12 人）が北海道日本ハ
ムファイターズ監督、栗山英樹さんの必勝祈願をしまし
た。景気づけに同会員ふんするＪＣガールズが必勝ダン
スを披露した後、土井理事長から栗山さんへ、必勝祈願
の大きなお守りが手渡されました。応援団長の衣装をま
とった土井理事長は「ぜひリーグ優勝。そして日本一を
勝ち取ってください」と栗山さんを鼓舞し、見守ってい
た多くの観衆から大きな拍手が起こっていました。

年越しの恒例行事、町の郷土芸能「角
田獅子舞保存会」による「かがり火舞」
が、元日の午前 0 時すぎに角田神社で
行なわれました。角田獅子舞は昭和 28 
年に誕生し、参加者の減などを理由に
一度は休止状態になりましたが平成 4
年の元日に見事復活。以来、21 年間
休むことなく来る人を楽しませていま
す。かがり火で照らされた境内で、伝
説の生きもの猩

しょうじょう

々が栗山の蔵元『北の
錦』の酒を 2 頭の獅子に飲ませ、酔い
ながら掛け合う姿に、来場者からは大
きな拍手が送られていました。札幌市
から家族 4 人で訪れた廣岡さんは「角
田獅子舞が 21 年前にふたたび活動を
始めて以来、毎年欠かさず来ています。

『かがり火舞』を見に来ないと年を越
した感じがしません。来年も必ず来ま
す」と話していました。

家内安全を願う
角田獅子舞  かがり火舞



※
月
～
土
曜
日
に
勤
務
。
午
前
8
時
～
午
後

6
時
30
分
で
時
差
出
勤

◆
賃

金　

時
給
7
5
5
円

◆
必
要
資
格　

保
育
士
ま
た
は
幼
稚
園
教
諭

◆
提
出
書
類　

履
歴
書
・
資
格
証
明
書

◆
提
出
期
限　

3
月
9
日
㈮

◆
提
出
先
・
問
い
合
わ
せ

町
住
民
福
祉
課
福
祉
・
子
育
て
グ
ル
ー
プ

☎
�
2
2
2
2

　◆
受
付
期
間

2
月
1
日
㈬
～
4
月
27
日
㈮
ま
で

◆
初
任
給

月
額　

2
1
4
9
0
0
円
（
大
卒
）

～
2
3
2
0
0
0
円
（
大
学
院
卒
）

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　国民健康保険税（第 8 期）

　介護保険料（第 8 期）

　後期高齢者医療保険料（第 8 期）
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【問い合わせ】
 ･ 課税内容について　町税務課課税グループ  ☎� 7505
 ･ 納税相談について　町税金対策室　　　  ☎� 7506

今月の納期限

2/29 水
納税には

便利な
口座振替を！

国 民 年 金
退職 ( 失業 ) による特例免除制度
　厚生年金に加入していた方が退職（失
業）されると、役場で国民年金の加入手
続きを行い、月額 15,020 円（平成 23 年
度の金額）の保険料を納めることになり
ます。ただし、経済的に困難な方には、
申請によって、退職（失業）した年度と
翌年度に限り保険料の納付を免除される

『特例免除制度』があります（審査あり）。
　特例免除を申請される場合は、雇用保
険受給資格者証や雇用保険被保険者離職
票などの公的機関の証明書の写しを添付
して、町住民福祉課住民保険グループで
手続きを行ってください。

【問い合わせ】
町住民福祉課住民保険グループ☎� 7509

水道凍結にご注意を！
　厳寒期に入り、水道の凍結に細心の注意
が必要です。室内が暖かいからといって過
信は禁物です。水道管は床下を通っていま
すので床下と地面の間の冷気で凍結するこ
とがあります。テレビなどで「凍結注意」
と報じられた場合は特に注意が必要です。
　就寝時や、家を長期に不在にする場合
は、水落としを行い漏水事故の防止に努め
ましょう。
　凍結などにより修理が必要な場合は、町
指定の水道工事業者に直接依頼してくださ
い。凍結により水道管が破裂したときの修
理費や水道料金は自己負担となります。

みんなの

水 道

■問い合わせ
町建設水道課上下水道グループ　☎ �7514

自
衛
隊
幹
部
候
補
生
募
集

◆
問
い
合
わ
せ

自
衛
隊
札
幌
地
方
協
力
本
部

恵
庭
地
域
事
務
所

☎
０
１
２
3（
3
4
）5
4
3
8

◆
日

時　

3
月
8
日
㈭
・
9
日
㈮

午
前
9
時
30
分
～
午
後
5
時

◆
場

所

北
農
健
保
会
館
（
札
幌
市
中
央
区
北
4

条
西
７
丁
目
1

－

4
）

◆
講
習
科
目

・
危
険
物
に
関
す
る
法
令

・
基
礎
的
な
物
理
学
お
よ
び
化
学

・
危
険
物
の
性
質
な
ら
び
に
そ
の
火
災
予

防
お
よ
び
消
火
の
方
法

・
練
習
問
題

◆
受
付
期
限

講
習
会
開
催
日
の
１
週
間
前
ま
で
。
定

員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

◆
受
講
申
請
書
の
請
求
先
・
問
い
合
わ
せ

南
空
知
消
防
組
合
消
防
署
生
活
安
全
課

☎
�
０
１
５
０

危
険
物
取
扱
者
試
験

準
備
講
習

講
　
　
習

◆
融
資
額

学
生
・
生
徒
一
人
当
た
り 　

3
百
万
円
以
内

◆
利

率

年
2
・
55
％
（
母
子
家
庭
は
2
・
15
％
、

平
成
23
年
11
月
10
日
現
在
）　

◆
返
済
期
間

15
年
以
内
（
交
通
遺
児
ま
た
は
母
子
家

庭
は
18
年
以
内
）

◆
元
金
据
置
期
間

在
学
期
間
内
（
在
学
期
間
内
は
利
息
の

み
返
済
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
元
金

据
置
期
間
は
返
済
期
間
に
含
ま
れ
ま

す
）

◆
問
い
合
わ
せ

日
本
政
策
金
融
公
庫
札
幌
北
支
店

☎
０
１
1（
7
2
6
）4
2
2
2

　

わ
が
国
固
有
の
領
土
で
あ
る
北
方

四
島
の
早
期
返
還
の
実
現
は
、
道
民

は
も
と
よ
り
国
民
の
長
年
に
わ
た
る

悲
願
で
す
。

　
　

北
海
道
で
は
、
２
月
７
日
を
「
北

方
領
土
の
日
」
と
し
て
、
領
土
返
還

要
求
運
動
の
よ
り
一
層
の
推
進
を
図

り
ま
す
。
次
の
期
間
、
役
場
旧
庁
舎

ロ
ビ
ー
に
署
名
コ
ー
ナ
ー
を
設
置
し

ま
す
の
で
、
町
民
皆
さ
ん
の
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

◆
期

間

　

1
月
20
日
㈮
～
2
月
20
日
㈪

◆
場

所　

役
場
旧
庁
舎
ロ
ビ
ー

◆
問
い
合
わ
せ

町
総
務
課
総
務
グ
ル
ー
プ

☎
�
１
１
１
１

　

移
動
献
血
車
『
ひ
ま
わ
り
号
』 

が
伺

い
ま
す
の
で
、
ご
協
力
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

◆
月

日

　

2
月
23
日
㈭

◆
場
所
・
時
間

・
御
園
公
民
館

　

午
前
10
時
～
11
時

・
栗
山
町
役
場

　

午
後
1
時
～
4
時

◆
問
い
合
わ
せ

町
地
域
医
療
・
保
健
対
策
室

☎
�
2
2
5
6

暮  

ら  

し
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まちのおしらせ

教
育
資
金
を
国
の

教
育
ロ
ー
ン
が
サ
ポ
ー
ト

2
月
7
日
は
北
方
領
土
の
日

人　口　13,273   人  （－19）
　男　　 6,212   人  （－18）
　女　　 7,061   人  （  －1）
世帯数　 6,037世帯 （  －9）

※1月1日現在、（　）内は前月比

人のうごき

323ｃｍ
（昨年は313ｃｍ）
※1月15日までの降雪量

降った雪の量

◆
募
集
人
員　

若
干
名

◆
業
務
内
容

・
乳
幼
児
健
診
業
務

・
高
齢
者
運
動
教
室
業
務

・
高
齢
者
宅
家
庭
訪
問
業
務

◆
勤
務
時
間

　

1
日
4
～
8
時
間

※
月
に
1
～
10
日
間
程
度
（
要
相
談
）

◆
賃

金

・
臨
時
保
健
師　
　
　

時
給
9
6
0
円

・
臨
時
歯
科
衛
生
士　

時
給
9
1
0
円

◆
提
出
書
類　

履
歴
書
・
資
格
証
明
書

◆
提
出
期
限　

2
月
17
日
㈮

◆
提
出
先
・
問
い
合
わ
せ

町
地
域
医
療
・
保
健
対
策
室

☎
�
2
2
5
6

栗
山
・
角
田
・
継
立
の
各
放
課
後
児

童
ク
ラ
ブ
の
指
導
員
を
募
集
し
ま
す
。

◆
募
集
人
員　

若
干
名

◆
採
用
期
間

　

平
成
24
年
4
月
1
日
～
平
成
25
年
3
月
31
日

◆
勤
務
時
間

　

1
日
5
時
間（
学
校
休
業
日
は
7
時
間
）

保
健
師
・
歯
科
衛
生
士
の

臨
時
職
員
募
集

募
　
　
集

第 9 回くりやま
ウインターフェスティバル
ちびっこ広場 11：00 ～ 14：00

 駅前通り商店街イベント広場2 月  11 日㈯  

▲

ジャンボ滑り台　

▲

飲食コーナー（11：30 ～）▲

宝さがしゲーム　

▲

クリレンジャーショー、撮影会▲

もちつき大会　

▲

雪上ジャンボカルタ大会※終了後、アンケート記入者を対象に抽選会を開催！

【問い合わせ】くりやまウインターフェスティバルちびっこ広場実行委員会（商工会議所内：澤野）　☎�1278

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

指
導
員
募
集

献
血
に
ご
協
力
を



◆
日
時
・
場
所

　

2
月
16
日
㈭　

午
後
1
時
～
3
時

空
知
総
合
振
興
局

◆
対
　
　
象

心
に
健
康
問
題
を
抱
え
て
い
る
方
、
精

神
障
が
い
の
あ
る
方
、
そ
の
ご
家
族

◆
相
談
員

精
神
科
嘱
託
医
師
に
よ
る
面
接
相
談

◆
申
込
期
限　

2
月
15
日
㈬
の
午
前
中

◆
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ

岩
見
沢
保
健
所

　

☎
０
１
２
６
（
２
０
）
０
１
２
１

司
法
書
士
が
ご
自
宅
に
伺
い
、
相
続

登
記
に
関
す
る
無
料
相
談
を
行
い
ま

す
。

◆
実
施
期
間

　

2
月
1
日
㈬
～
3
月
31
日
㈯

◆
内

容

相
続
登
記
に
関
す
る
無
料
相
談

◆
申
込
方
法　

平
日
の
午
前
9
時
～
午
後
5
時
ま
で
事

前
に
電
話
で
予
約

◆
相
談
料　
　

無　

料

◆
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ

札
幌
司
法
書
士
会

☎
0
1
1
（
5
2
2
）
5
9
3
6
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■ 次号「広報くりやま 3 月号」の原稿締切は 2月14日㈫まで ■ 提出先：町総務課広報・情報グループ　☎�7501

【
12
月
16
日
～
1
月
15
日
届
出
分（
敬
称
略
）】

　
氏
　 

名
　    

月 

日                          

父
母
名       

住  

所

水
上
采こ

と
ね音 

12/8

工
藤
璃り

う美 

12/13

田
村
碧あ

お
と太 

12/14

小
林
冬ふ

ゆ
め芽 

12/23

山
形
美み

は
る晴 

12/29

中
山
莉り

く来 

12/30

山
下

 

新
あ
ら
た 

1/5

一

浩

希
和
子

猛
智

美

亮

太

あ
ゆ
み

泰

博

真
由
美

智

信

香

奈

和

志

真
奈
衣

晋
陽

子

北
学
田

富

士

富

士

富

士

桜
丘
２

中
央
３

中
央
４

お
め
で
た

【
12
月
16
日
～
1
月
15
日
届
出
分（
敬
称
略
）】

　

  

氏
　
名
　   
齢  
月 
日                         

世
帯
主       

住  

所

吉
田
清
吉 

92 
12/15 
眞

澄

田
中
次
雄 

85 

12/16 
本

人

寺
元
み
ゐ 

78 

12/16 

本

人

橋
本
キ
ミ 

93 

12/21 

惠

子

古
市
武
吉 

71 

12/22 

ツ
ル
ノ

曽
根
田
政
明 

77 

12/23 

本

人

水
本
友
吉 

86 

12/23 

本

人

月
居
忠
智 

84 

12/25 

本

人

川
瀨
利
雄 

77 

12/30 

本

人

吉
田
フ
ミ 

89 

1/1 

本

人

了
源
太
郎 

91 

1/2 

本

人

橋
本
博
康 

68 

1/6 

本

人

小
幡
大
秀 

93 

1/8 

本

人

加
藤
市
五
郎 

83 

1/9 

本

人

小
川
　

博 

86 

1/14 

隆

お
く
や
み

北
学
田

日

出

朝
日
３

中
央
４

角

田

松
風
２

継

立

中

里

朝
日
４

中

里

松
風
３

中
央
４

杵

臼

松
風
４

富

士

【
金
一
封
】

◇
服
部
民
夫
さ
ん
（
中
央
４
）
よ
り
社
会

福
祉
寄
附
金
（
地
域
福
祉
基
金
）
と
し
て

◇
初
山
清
仁
さ
ん
（
松
風
４
）
よ
り
総
務

寄
附
金（
ま
ち
づ
く
り
）・
教
育
寄
附
金（
子

ど
も
夢
づ
く
り
基
金
）
と
し
て
◇
遠
藤
桃

子
さ
ん（
中
央
3
）よ
り
教
育
寄
附
金（
ハ

サ
ン
ベ
ツ
里
山
20
年
計
画
事
業
）
と
し
て

◇
日
東
総
業
（
松
下
留
雄
代
表
取
締
役
）

よ
り
総
務
寄
附
金
（
ま
ち
づ
く
り
）
と
し

て
◇
冨
久
尾
剛
さ
ん
（
富
山
県
）
よ
り
総

務
寄
附
金
（
ま
ち
づ
く
り
）
と
し
て

【
金
一
封
】

◇
廣
岡
正
明
さ
ん
（
旭
台
）
よ
り
妻
の
逝

去
に
際
し
て
◇
栗
山
地
区
連
合
会
（
野
村

亮
司
会
長
）
よ
り
社
会
福
祉
事
業
へ
◇
中

野
ス
エ
さ
ん
（
角
田
）
よ
り
社
会
福
祉
事

業
へ

【
金
一
封
】

◇
尾
江
弘
二
さ
ん
（
雨
煙
別
）

【
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
】

◇
月
見
草
の
会
（
佐
藤
倶
子
会
長
）

　
　
社
会
福
祉
協
議
会
へ

　
　
く
り
の
さ
と
へ

【
金
一
封
】

◇
大
聖
寺（
継
立
）◇
鈴
木
良
子
さ
ん（
由

仁
町
）

【
物　

品
】

◇
Ｊ
Ａ
そ
ら
ち
南
青
年
部
◇
北
海
道

コ
カ
・
コ
ー
ラ
ボ
ト
リ
ン
グ
◇
カ
イ
ン
ド

ネ
ス
シ
オ
ミ
薬
品
（
松
風
3
）
◇
エ
ス
ケ

イ
ア
イ
フ
ァ
ー
マ
シ
ー
な
の
花
薬
局
栗
山

店
（
朝
日
2
）
◇
く
す
り
の
え
び
な
（
中

央
2
）
◇
西
一
食
品
（
札
幌
市
）
◇
栗
山

町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
女
性
部
◇
鈴
木
良

子
さ
ん
（
由
仁
町
）

【
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
】

◇
Ｊ
Ａ
そ
ら
ち
南
青
年
部
◇
卜
部
澄
子
さ

ん
（
松
風
4
）
◇
三
浦
英
昭
さ
ん
（
朝
日

4
）
◇
太
田
欣
仁
さ
ん
（
松
風
2
）
◇
西

岡
マ
サ
子
さ
ん
（
松
風
2
）

　
　
泉
徳
苑
へ

心
の
健
康
相
談

　
　
町
　
へ ご  

厚  

意

司
法
書
士
無
料
相
談
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まちのおしらせ

　

栗
山
商
工
会
議
所

◆
納
付
期
限

・
申
告
所
得
税　

３
月
15
日
㈭

・
消

費

税　

4
月
2
日
㈪

◆
振
替
納
付

・
申
告
所
得
税　

４
月
20
日
㈮

・
消

費

税　

４
月
25
日
㈬

◆
延
納
期
限

・
申
告
所
得
税　

５
月
31
日
㈭

※
振
替
納
税
利
用
者
も
同
日

◆
問
い
合
わ
せ

栗
山
商
工
会
議
所　

☎
�
１
２
７
８

◆
日
時
・
場
所

　

2
月
17
日
㈮　

午
後
１
時
～
4
時

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
「
し
ゃ
る
る
」

◆
内

容

札
幌
弁
護
士
会
所
属
弁
護
士
に
よ
る
20

分
間
程
度
の
法
律
相
談

◆
申
込
方
法　

　

事
前
に
電
話
で
予
約

◆
相
談
料　

　

無　

料　
（
定
員
7
人
）

◆
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ

栗
山
町
社
会
福
祉
協
議
会

☎
�
1
3
2
2

　

◆
月

日　

３
月
25
日
㈰

◆
場
所
・
試
験
種
類

札
幌
市　

乙
種
（
第
４
類
）、
丙
種

◆
受
験
資
格

乙
種
、
丙
種
は
制
限
が
あ
り
ま
せ
ん
。

◆
受
付
期
間
　
２
月
20
日
㈪
～
28
日
㈫

◆
受
験
願
書
の
請
求
先
・
問
い
合
わ
せ

南
空
知
消
防
組
合
消
防
署
生
活
安
全
課

☎
�
０
１
５
０

平
成
23
年
分
の
決
算
お
よ
び
申
告
書

（
消
費
税
含
む
）
の
計
算
や
記
載
方
法

に
つ
い
て
、
個
別
に
応
じ
ま
す
。

◆
期

間

２
月
１
日
㈬
～
4
月
2
日
㈪
（
土
日
祝

祭
日
を
除
く
）

◆
時

間

　

午
前
10
時
～
午
後
3
時

※
３
月
15
日
㈭
、
4
月
2
日
㈪
は
正
午
ま
で

◆
場

所 相  
  

談

無
料
法
律
相
談

申
告
・
納
税
相
談（
個
人
事
業
）

北海道介護福祉学校からお知らせ

試
　
　
験

危
険
物
取
扱
者
試
験

介護学校学生募集！
　町立北海道介護福祉学校（厚生労働大臣指定～介護福祉士養成校）
昼間２年制。卒業と同時に国家資格取得可能！
22 年連続就職率 100％継続中（正職員採用率 80％以上）

■ 2 月追加入試　2 月 18 日㈯　願書締め切り 2 月 13 日㈪

■ 3 月追加入試　3 月 17 日㈯　願書締め切り 3 月 12 日㈪

【問い合わせ】北海道介護福祉学校事務局　☎�6060

学生から見たフィンランドの福祉
北海道介護福祉学校では、福祉の先進地であるフィンランドの職業

専門学校へ学生を派遣しています。フィンランドの高齢者・知的障が
い者施設での研修を通じて学んだことを派遣学生が報告します。

■日時　2 月 22 日㈬　18：00 ～ 19：30
■場所　カルチャープラザ「Eki」　2 階研修室
■内容　フィンランド福祉の実情について

【問い合わせ】北海道介護福祉学校事務局　☎�6060

奨学金
制度あり


